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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

· 今年度の日精看入会の手続きを行なってください。（新規・継続）　締め切りは６月７日です。

· Ａユニットの内線電話が故障しています。ＰＨＳ（０６６）で対応してくいださい。

· 山下　拓也様の免許証更新の外出日は６/９（木）１３時～１６時としています。

同伴は鈴木・田村スタッフです。

・安ヶ平Ｄｒの問診について～今月より火曜日にＢユニットとＤユニット・金曜日にＡユニットＣユニットの患者様の問診を実施します。

＜隔離室使用患者様について＞

· 畑中　成夫様～終日隔離中です。昨日、入浴について「大丈夫だ。」と、話され間食もホール　　

で食べたいと希望していました。しかし、浴室で脱衣の際、急に出入口に走

り出す事あり、理由について「聖書の神が行ったり来たりしてムシャクシャして」と話されていました。

又、「今日は何日ですか？」「今、何時ですか？」と、聞く事あります。

　　　　　　　　　新聞は、時々、拒否あり読んだり読まなかったりしています。

（今後の対応として）

↓

・自分の行動を振り返ることは出来ています。本人の突発的な行動にスタッフは身構えせずゆとりを持って関わっていきましょう。

・時間や日について理解出来るようスタッフから話し掛けて現実的な認識をもてるようにしましょう。

＜要注目患者様について＞

· 石切　久様　～本日、午前中自室にて大声をあげている事ありました。スタッフが訪室し、

　　　　　　　　　理由を尋ねると「何でもないです。」とこたえています。

　　　　　　　　　主治医には問診時、「兄の声が聞こえてくる。」と、話されています。

　　　　　　　　　（今後の対応として）

　　　　　　　　　↓

・自分の気持ちを言葉で表現することが難しい部分もある為、ゲームなどリラックスできる場で関わり、話せるようにしていきましょう。

　　　　　　　　

· 野里　朝子様～拒食、拒薬続いていることから、昨日より主治医指示にてリントン１Ａ筋注

3日分処方となり施行しています。本日は残食目立っているものの拒食なく

ゆっくりと摂取出来ています。拒薬も続いていますが、促し・説明にて服用できています。

（今後の対応として）

↓

・まず、服薬について本人の理解の程度を把握し気長に必要性を説明し促していきましょう。（妄想による、服薬、食事の拒否があるため妄想の鎮静化を図る）

・注射施行時は、安心感を与えるようにしましょう。

・食事については、本人が好まれるパンも準備して促していきましょう。

　栄養状態の低下を防ぐ目的。

　　　　　　　　　　

　　　　　　　　

　　　　　　　　　

＜三上Dr勉強会＞

・糖尿病手帳について

昭和32年、日本糖尿病学会が設立され、昭和３６年日本糖尿病協会が設立されました。糖尿病の治療や予防知識の普及、会員の福祉をはかることを目的とした。

昭和62年、社団法人日本糖尿病協会が設立されました。糖尿病に関する正しい知識の普及・啓蒙・糖尿病患者を有する家族の教育指導、糖尿病に関する調査・研究を行なう事により、国民の健康増進に寄与することを目的とされました。

協会の全国的な事業活動としては、毎年11月第2週に（社）日本糖尿病学会と共催で行われている全国糖尿病週間の実施があります。小児糖尿病の生活講習会も重要な事業活動であります。

出版活動としては、一般向けの糖尿病の健康情報誌として「月間糖尿病ライフ　さかえ」を、また医療スタッフむけには「プラクテイス」（隔月）を編集。この他、（社）日本糖尿病学会編集による「食品交換表」、「糖尿病治療手引き」などの発行を行なっています。

糖尿病患者の日常生活に役立つ各種携帯用品も作製されています。主なものは糖尿病患者であることを示す糖尿病カード「私は糖尿病です」、治療経過を記すための「糖尿病手帳」、血糖値自己測定値記録のための「SMBGノート」、そして海外旅行のための英文カード「Diabetic Data Book」
などです。













